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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 29,527 △11.9 526 △57.1 516 △61.5 341 △66.5

2024年12月期第３四半期 33,526 42.4 1,228 11.8 1,343 2.7 1,019 △0.1

（注）包括利益 2025年12月期第３四半期 368百万円（△68.2％） 2024年12月期第３四半期 1,161百万円（2.5％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

 2025年12月期第３四半期 26.56 26.44

 2024年12月期第３四半期 79.40 78.90

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第３四半期 20,338 10,347 47.8

2024年12月期 19,762 10,181 48.5

（参考）自己資本 2025年12月期第３四半期 9,726百万円 2024年12月期 9,587百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 15.00 15.00

2025年12月期 － 0.00 －

2025年12月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,259 △12.6 666 △51.6 698 △54.5 514 △57.1 40.03

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2025年12月期第３四半期の連結業績（2025年１月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

2024年12月期期末配当金の内訳　普通配当　10円00銭　特別配当　５円00銭

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期３Ｑ 13,861,400株 2024年12月期 13,861,400株

②  期末自己株式数 2025年12月期３Ｑ 1,020,276株 2024年12月期 1,020,276株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期３Ｑ 12,841,124株 2024年12月期３Ｑ 12,841,124株

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項については、添付資料Ｐ.２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当社グループは、自動車市場の拡大が見込まれる東南アジア諸国等を中心に、多国間の貿易ルートを確保、高付加

価値化を図ることにより自動車市場の流通の活性化と収益拡大に努めてまいりました。

　当第３四半期連結累計期間において、海外中古車輸出事業は、為替相場が円安基調だったこともあり、マレーシア

向けの需要が引き続き堅調に推移し、出荷台数が当初の予想以上に増加しました。しかし、タイについては、中国製

電気自動車の想定以上の増加により、日本製自動車の販売が振るわず、当初予定していた売上総利益の確保が困難な

状況になりました。

　また、国内では新車登録台数が回復傾向にあり、中古車相場についても落ち着きつつあるなか、小売及び卸売の１

台あたり粗利額は堅調に推移しました。

　上記の結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は29,527百万円（前年同期比11.9％減）、営業利益

は526百万円（前年同期比57.1％減）、経常利益は516百万円（前年同期比61.5％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は341百万円（前年同期比66.5％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①自動車販売関連事業

　中古車業界におきましては、2025年１月から2025年９月までの国内中古車登録台数は2,744,363台（前年同期比

0.4％減）と前年を下回る結果となりました。(出典：一般社団法人日本自動車販売協会連合会統計データ）中古車輸

出業界におきましては、2025年１月から2025年９月までの中古車輸出台数は1,101,111台（前年同期比10.9％増）と

前年を上回る結果となりました。(出典：財務省貿易統計データ）

　上記の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は29,464百万円（前年同期比12.0％減)、セグメント利益は626百

万円（前年同期比52.6％減)となりました。

②その他事業（リユース流通事業）

　当社グループは、自動車をはじめとしたリユースビジネスを通じて、持続可能な循環型社会の実現への貢献の一環

として、連結子会社のアップルオートネットワーク株式会社において、2023年10月より時計、貴金属等のブランド品

買取事業を行っています。査定から売却までインターネット上で完結するシステムを構築するとともに、東京都内に

買取専門店舗を営業しております。

　当該事業は概ね計画通りに推移しておりますが開始間もないということもあり、当第３四半期連結累計期間の売上

高は62百万円（前年同期比96.4％増)、セグメント損失は16百万円（前年同期は29百万円のセグメント損失)となりま

した。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結累計期間末における総資産は、前連結会計年度末（2024年12月末）と比較して576百万円増加し

て20,338百万円となりました。

　これは主に、商品及び製品が1,441百万円減少した一方で、売掛金が1,296百万円、現金及び預金が872百万円増加

したこと等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して410百万円増加して9,991百万円となりました。これは、短期借入金が1,098

百万円減少した一方で、預り金が884百万円、支払手形及び買掛金が477百万円増加したこと等によるものでありま

す。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して165百万円増加して10,347百万円となり、自己資本比率は47.8％となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年12月期の通期の連結業績予想につきましては、2025年11月13日に公表させていただいたとおり、当第３四半

期累計期間の業績を勘案し、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を修正することとい

たしました。

　今後の当社を取り巻く経営環境は引き続き予測が困難な状況にあり、現時点で入手可能な情報や予測に基づき業績

への影響を算定しておりますが、国内外の取引先の需要に想定外の変化が生じる場合などにおいて、実際の業績が予

想数値と異なるものになる場合があります。今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には、速

やかに開示することといたします。

　なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,381,074 5,253,691

売掛金 4,813,651 6,110,526

商品及び製品 7,743,301 6,302,101

原材料及び貯蔵品 1,375 2,146

前渡金 172,827 14,089

その他 673,350 575,593

貸倒引当金 △330,789 △368,859

流動資産合計 17,454,791 17,889,288

固定資産

有形固定資産 860,377 855,470

無形固定資産 10,602 19,163

投資その他の資産

投資有価証券 1,267,002 1,339,635

長期貸付金 106,853 104,660

長期営業債権 433,547 431,735

長期滞留債権 179,065 276,159

繰延税金資産 57,878 57,878

その他 77,837 146,648

貸倒引当金 △685,297 △781,829

投資その他の資産合計 1,436,885 1,574,887

固定資産合計 2,307,865 2,449,521

資産合計 19,762,656 20,338,809

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 279,371 757,181

短期借入金 ※１ 5,208,628 ※１ 4,110,000

１年内返済予定の長期借入金 ※２ 1,142,228 ※２ 1,213,273

未払金 101,896 87,250

預り金 354,628 1,238,684

未払法人税等 235,314 －

契約負債 241,277 195,958

その他 151,501 118,591

流動負債合計 7,714,847 7,720,939

固定負債

長期借入金 ※２ 1,559,385 ※２ 1,967,785

役員退職慰労引当金 47,354 54,541

退職給付に係る負債 6,641 7,786

資産除去債務 53,024 50,179

その他 199,625 190,412

固定負債合計 1,866,030 2,270,705

負債合計 9,580,877 9,991,644

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,325,247 4,325,247

資本剰余金 369,281 369,281

利益剰余金 4,896,728 5,045,199

自己株式 △245,291 △245,291

株主資本合計 9,345,966 9,494,437

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 241,608 231,825

その他の包括利益累計額合計 241,608 231,825

新株予約権 552 552

非支配株主持分 593,651 620,350

純資産合計 10,181,779 10,347,164

負債純資産合計 19,762,656 20,338,809
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 33,526,641 29,527,109

売上原価 30,576,691 27,235,352

売上総利益 2,949,950 2,291,756

販売費及び一般管理費 1,721,820 1,764,801

営業利益 1,228,130 526,955

営業外収益

受取利息 982 4,930

受取配当金 8 7

持分法による投資利益 136,720 153,729

為替差益 7,717 －

その他 35,671 25,155

営業外収益合計 181,100 183,821

営業外費用

支払利息 48,442 72,664

為替差損 － 9,792

貸倒引当金繰入額 5,250 97,094

その他 11,861 14,495

営業外費用合計 65,553 194,047

経常利益 1,343,676 516,729

特別損失

固定資産除却損 0 621

店舗閉鎖損失 － 6,070

特別損失合計 0 6,692

税金等調整前四半期純利益 1,343,676 510,037

法人税等 259,063 132,055

法人税等調整額 699 △652

四半期純利益 1,083,913 378,634

非支配株主に帰属する四半期純利益 64,331 37,547

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,019,582 341,087

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

四半期純利益 1,083,913 378,634

その他の包括利益

持分法適用会社に対する持分相当額 77,248 △9,783

その他の包括利益合計 77,248 △9,783

四半期包括利益 1,161,162 368,851

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,096,830 331,303

非支配株主に係る四半期包括利益 64,331 37,547

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

自動車販売
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 33,494,916 31,725 33,526,641 － 33,526,641

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 33,494,916 31,725 33,526,641 － 33,526,641

セグメント利益又は損失（△） 1,323,548 △29,379 1,294,169 △66,038 1,228,130

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

自動車販売
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 29,464,796 62,312 29,527,109 － 29,527,109

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 29,464,796 62,312 29,527,109 － 29,527,109

セグメント利益又は損失（△） 626,952 △16,339 610,612 △83,657 526,955

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  2024年１月１日  至  2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース流通事業でありま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△66,038千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  2025年１月１日  至  2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リユース流通事業でありま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△83,657千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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前連結会計年度
（2024年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年９月30日）

当座貸越極度額の総額 6,780,000千円 7,780,000千円

借入実行残高 5,208,628 4,110,000

差引額 1,571,371 3,670,000

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

※１．当座貸越契約及びこれに係る財務制限条項

　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行13行と当座貸越契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　上記当座貸越契約のうち、一部の当座貸越契約（当座貸越極度額　前連結会計年度1,000,000千円、当第３四半期

連結会計期間1,000,000千円）には、次の財務制限条項が付いております。

　なお、前連結会計年度及び当第３四半期連結会計期間における借入実行残高は、それぞれ798,628千円、－千円で

あります。

①2023年12月期決算を初回とし、以降各年度の決算期の末日における借主の単体の貸借対照表における純資産の部の

金額を、直前の事業年度の決算期末日における借主の単体の貸借対照表における純資産の部の合計金額の75％以上

とすること。

②各年度の決算期における借主の単体の損益計算書に示される営業損益が、2023年12月期を初回とし、以降の決算期

につき２期連続して損失とならないようにすること。なお、本号の遵守に関する最初の判定は、2023年12月決算期

及びその直後の期の決算を対象として行われる。
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最終返済日 借入残高 財務制限条項

(1) 2026年１月31日 43,302千円

①各年度の決算期末日における連結貸借対照表上に示される純資産の

部の金額が、当該決算期の直前決算期の末日における連結貸借対照

表における純資産の部の金額の75％以上を維持すること。

②各年度の決算期における連結損益計算書で示される経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

(2) 2026年９月30日 174,740千円

①各決算期において、連結貸借対照表上の純資産の部の金額を2020年

12月決算期または、直前決算期の連結貸借対照表の純資産の部の金

額のうち大きい金額の75％以上に維持すること。

②各決算期において、連結損益計算書上の経常損益について、２期連

続して損失にならないこと。

③各決算期において、単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を

2.5ヶ月以下に維持すること。

(3) 2027年９月30日 219,991千円

①各年度の決算期における連結損益計算書で示される経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

②各年度の決算期末日における連結貸借対照表上に示される純資産の

部の金額を直前の決算期末日における貸借対照表上の純資産の部の

金額の75％以上に維持すること。

③各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における棚卸資産

回転期間を3.1ヶ月以下に維持すること。

(4) 2029年１月25日 170,000千円

①各年度の決算期の末日における連結貸借対照表で示される純資産の

部の金額を令和５年度12月期末の75％以上、且つ前事業年度末の

75％以上に維持すること。

②報告書等に記載される連結損益計算書で示される経常損益を令和５

年12月期以降２期連続して損失としないこと。

③各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表上における棚卸資

産回転期間を４ヶ月以下に維持すること。

(5) 2029年２月28日 166,660千円

①各決算期において、連結貸借対照表上の純資産の部の金額を令和４

年12月決算期または、直前決算期の連結貸借対照表の純資産の部の

金額のうち大きい金額の75％以上に維持すること。

②各決算期において、連結損益計算書上の経常損益について、２期連

続して損失にならないこと。

③各決算期において、単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を

2.5ヶ月以下に維持すること。

(6) 2029年２月28日 83,300千円

①各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部

の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日又は2023年12月に終了

する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金

額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

②各年度の決算期の末日における連結損益計算書上の経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

※２．長期借入金に係る財務制限条項

前連結会計年度（2024年12月31日）

　長期借入金のうち、857,993千円（１年内返済予定を含む）には、該当する融資契約上の債務について期限の利益

を喪失する財務制限条項が付いております。（契約ごとに条項は異なりますが、主なものは以下のとおりです。）
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最終返済日 借入残高 財務制限条項

(1) 2026年１月31日 13,296千円

①各年度の決算期末日における連結貸借対照表上に示される純資産の

部の金額が、当該決算期の直前決算期の末日における連結貸借対照

表における純資産の部の金額の75％以上を維持すること。

②各年度の決算期における連結損益計算書で示される経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

(2) 2026年９月30日 99,680千円

①各決算期において、連結貸借対照表上の純資産の部の金額を2020年

12月決算期または、直前決算期の連結貸借対照表の純資産の部の金

額のうち大きい金額の75％以上に維持すること。

②各決算期において、連結損益計算書上の経常損益について、２期連

続して損失にならないこと。

③各決算期において、単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を

2.5ヶ月以下に維持すること。

(3) 2027年９月30日 159,988千円

①各年度の決算期における連結損益計算書で示される経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

②各年度の決算期末日における連結貸借対照表上に示される純資産の

部の金額を直前の決算期末日における貸借対照表上の純資産の部の

金額の75％以上に維持すること。

③各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における棚卸資産

回転期間を3.1ヶ月以下に維持すること。

(4) 2029年１月25日 140,000千円

①各年度の決算期の末日における連結貸借対照表で示される純資産の

部の金額を令和５年度12月期末の75％以上、且つ前事業年度末の

75％以上に維持すること。

②報告書等に記載される連結損益計算書で示される経常損益を令和５

年12月期以降２期連続して損失としないこと。

③各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表上における棚卸資

産回転期間を４ヶ月以下に維持すること。

(5) 2029年２月28日 136,654千円

①各決算期において、連結貸借対照表上の純資産の部の金額を令和４

年12月決算期または、直前決算期の連結貸借対照表の純資産の部の

金額のうち大きい金額の75％以上に維持すること。

②各決算期において、連結損益計算書上の経常損益について、２期連

続して損失にならないこと。

③各決算期において、単体の貸借対照表における棚卸資産回転期間を

2.5ヶ月以下に維持すること。

(6) 2029年２月28日 68,270千円

①各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部

の金額を、当該決算期の直前の決算期の末日又は2023年12月に終了

する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金

額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。

②各年度の決算期の末日における連結損益計算書上の経常損益が２期

連続して損失にならないこと。

(7) 2030年３月25日 180,000千円

①連結貸借対照表において、各年度の決算期の末日における貸借対照

表の純資産の部の合計金額を令和６年12月期末の75％以上、且つ、

前事業年度末の75％以上に維持すること。

②連結損益計算書において、令和６年12月期以降経常損益を２期連続

して損失としないこと。

③各事業年度の決算期の末日における単体の貸借対照表上における棚

卸資産回転期間を４ヶ月以下に維持すること。

当第３四半期連結会計期間（2025年９月30日）

　長期借入金のうち、1,067,888千円（１年内返済予定を含む）には、該当する融資契約上の債務について期限の利

益を喪失する財務制限条項が付いております。（契約ごとに条項は異なりますが、主なものは以下のとおりです。）
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最終返済日 借入残高 財務制限条項

(8) 2030年３月31日 270,000千円

2025年12月期及びそれ以降の各年度決算期に係る単体の損益計算書に

おける税引前当期純利益（但し、減価償却費を加算後のものとす

る。）が、いずれも２期連続損失にならないこと。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日

至　2024年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年９月30日）

減価償却費 40,193千円 35,006千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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